
交通誘導員の配置箇所 ６箇所
（地区の住民さんで対応）

「がけ崩れ危険」看板を
持って立つ箇所 ６箇所
（消防団へ依頼）

※家の裏側が崖になって
いる場合などがあります
ので、「その崖に近い表
側の道路で、目立つ場
所」に立って下さい

ワークショップで話し合った
「だいたいの場所」を示しています。


